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第一大臼歯の平均遠心移動量は歯冠部で 2.6±0.8 mm,根尖部で 2.3±0.7 mm であった.第
一大臼歯の矢状面の平均歯軸変化は,0.9±4.0°であった.一塊化した臼歯部全体の変化は,
矢状面で平均 2.1±3.1°の後上方傾斜,水平面で平均 1.3±2.3°の後外側傾斜であった.第
一大臼歯の平均遠心移動速度は,歯冠部で 0.3 mm/月,根尖部で 0.2 mm/月であった. 
本手法を用いて実際の臨床症例における歯の移動評価を行ったことで,歯の三次元的移動
解析システムを確立することができ,上顎臼歯部の一塊遠心移動法において概ね歯体移動
による遠心移動が達成されており,臨床適用の有効性が示唆された. 
 
本審査委員会は、論文内容および関連事項に関して、口頭試問を行ったところ十分な
回答が得られることを確認した。さらに歯の三次元的移動解析システムと上顎臼歯部の一
塊遠心移動法における新しい知見は、今後の矯正歯科分野における研究ならび矯正歯科
臨床への貢献が期待でき、歯科矯正学の発展につながるとの結論に至った。そこで、本
審査委員会は申請者の博士論文が博士（臨床歯学）の学位に十分に値するものと認めた。  
 
 
